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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文は、5 章（第１章：はじめに、第 2 章：方法、第 3 章：結果、第 4 章：考察、
第 5 章：総論）から構成されている。 
























 第 2 章では、方法について述べている。本研究の対象者は、某企業の主催する 3 ヶ月
間のウォーキング促進イベントに参加した、日常的に身体活動が少ない座位中心の生活





 第 3 章では、結果について述べている。対象者は、平均年齢 46.3±7.5 歳で、男性が
76.2%であった。職種については、開発職が 30.6%で最も多かった。片道通勤時間が 60
分以上のものが 62.3%を占め、また、片道通勤徒歩時間が 30 分以上のものは、32.7%
を占めた。役職者は、38.4%であった。直近１ヶ月あたりの時間外労働時間は、ほとん



























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し調査委員から五つの質問がなされた。第一は、研究のまとめに関する質
問、第二はタイトルに関する質問、第三は研究テーマの社会への還元に関する質問、第
四は研究成果を企業の介入に生かした場合の有効性に関する質問、第五は本研究におけ
るセルフ・モニタリングの定義に関する質問であったが、いずれも著者から明確な回答
が得られた。また、公聴会においては、聴衆より課題セルフ・エフィカシーと自己調整
セルフ・エフィカシーの違いを問う質問がなされたが、著者から明確な回答がなされた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
